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Ⅰ 金属・半導体ナノ粒子の合成と物性  
Preparation and Characterization of Nanoparticles 

佐藤井一・八尾浩史・木村啓作  

Sato, S., Yao, H., Kimura, K. 

物質のサイズがナノメートルの大きさになってくるとその電子状態に変調が起こり、これが

種々の物性量に反映する。このサイズ効果がどの様に発現され、物質の形状や化学種に対してど

のように依存するのかを調べるため、金属（金・銀など）や無機半導体（シリコン・ゲルマニウ

ムなど）を主な対象としてナノメートルサイズの粒子を作成する様々な技術を開発している。ま

た電気物性や光学物性の観点から各種サイズ効果を詳細に解明すると共に高機能化を目指し、来

たるべきナノサイズ素子時代の一翼を担うべく微視的な物質系の基礎研究を行っている。  

 

Ⅱ ナノ粒子組織体と分散系の物性 
A Study on Nano-Colloid Assemblies and Dispersions 

八尾浩史・佐藤井一・木村啓作  

Yao, H., Sato, S., Kimura, K. 

微小な金属粒子や半導体粒子を水や有機溶媒に分散すると、液体の種類や粒子の種類・表面状

態に応じて分離沈降したり、均一に分散したり、特別な条件下ではナノ粒子結晶（超格子）を生

成すると共に、その組織化・分散化の状態に応じてコロイド分散液の色調が変化する。更に、場

合によっては光や熱、電場をトリガーにして粒子集合形態が1次元、2次元、3次元、更にはフラ

クタル構造へと変化する。このような粒子系の集合構造の変化の原因とその物性を光学的、電気

的、磁気的な手段を駆使して研究している。特に、ナノ粒子の精密配列を目指した 2次元超構

造体や 3次元粒子結晶の作製を目的として、粒子集合体の組織構造を制御する方法の開発を行

っている。 
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Ⅲ 有機ナノ・メゾスコピック超分子構造  
Nano/Mesoscopic Supramolecular Structures of Organic Aggregates 

八尾浩史・木村啓作・佐藤井一  

Yao, H., Kimura, K., Sato, S. 

ある種の有機π電子系機能色素分子は、自己組織的に規則正しい分子配列を持つ高次会合体

（J会合体・H会合体）を形成し、その分子間相互作用・電子状態の非局在化を反映した特徴的

な分光特性を示すと共に、メゾスコピックサイズの超分子構造を取る。また、積極的なボトムア

ップの手法によって色素分子をナノ構造化すれば、バルク状態とは異なった相互作用に起因した

新たな光学特性の発現・サイズ効果も期待できる。我々は、有機分子の高次会合体やそのナノ粒

子が有する特徴的なモルフォロジー・超分子的構造・分子配列、更にはそれらと光学機能との相

関について、様々なマイクロスコピックな手法（顕微蛍光 / 偏光観察・顕微分光・原子間力顕

微鏡・光散乱・電子顕微鏡など）を駆使して研究を行っている。 

 

Ⅳ 機能性物質の物性研究 

Physicochemical Properties of Functional Materials 

木村啓作・八尾浩史・佐藤井一  

Kimura, K., Yao, H., Sato, S. 

 
ナノ粒子が集合するとその組織構造により単結晶から稠密凝集物、フラクタル凝集体にわたる

様々な固体状態をとり、それに応じて量子サイズ効果を含んだ各種の固体物性を示すようになる。

ナノ粒子やナノ構造体の微視構造を明らかにするため走査トンネル顕微鏡や原子間力顕微鏡等

による測定を行っている。このナノ粒子組織体の示す機能を明らかにするために、分光学的な測

定や電気伝導度の測定を行っている。 
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